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グループ会社と連携した新たなビジネス分野の取組み推進に向け、関連部との連携強化および施策の企画・立
案をスピード感をもって取り組みます。

本部業務量の30％相当の効率化を目指し、2018年2月より本部業務のＢＰＲ（※1）を実施しています。業務効率
化により創出される人員は、今後の新しい業務への対応や、より付加価値の高い業務へのシフトを進め、多様化
するお客さまのニーズにお応えできる態勢を整備してまいります。

佐賀銀行グループ一体での営業展開による金融仲介機能の強化

職業紹介事業
佐賀銀行からの業務受託
・文書等の本支店間集中発送業務
・営業店業務精査事務代行業務
・債権書類等の管理、精査業務
・佐賀銀行研修所管理業務　他

佐銀ビジネスサービス株式会社

グループ
「このまちで、あなたと・・・

地域の活力を未来へつなぐ銀行」
を目指して

リースの対象物件
・情報通信機器
・産業機械
・土木建設機械
・医療機器
・自動車

・事務用機器
・工作機械
・輸送用機械
・商業用機器
・エコロジー関連機器

佐銀リース株式会社

緊密な連携によりグループ一体となって
お客さまの様々なニーズに最大限お応えします。

（※1）ＢＰＲ（Business Process Re-Engineering） 既存の業務を根本的に見直し、プロセスの視点で再設計すること

（※2）ＲＰＡ（Robotic Process Automation）
　　  認知技術を活用した事務系業務の効率化・自動化の取組み

本部の各部行員が主体となってＲＰＡ（※2）を作成
し、本格稼動を開始しています。現在、81プロセス
約22,000時間相当（業務プロセスの合理化を含む）
の業務を削減しました。（2019年3月31日現在）

先進的な取組みが評価され、全国信用金庫協会様にＲＰＡ講演
を行いました。（2019年1月）

行内向け「ＡＩチャットボット」の導入

（※3）チャットボット（「チャット（対話）」＋「ロボット」）
　　 人間が入力するテキスト等に対して自動的に回答を行うシステムで、これまで人が行っていた問合わせ対応等の作業を代行するもの。

行内での照会対応業務の効率化を目的に2019年
7月にAI搭載のチャットボット（※3）を導入しました。
チャットボットが本部行員に代わり、営業店からの質問
や照会を対応することで、行員育成をサポートする
とともに、これまで電話対応にかかっていた時間（約
12,500時間相当）を削減し、さらなる業務効率化・
生産性向上を図ります。

信用保証業務
・お客さまの債務保証

佐銀信用保証株式会社

投資支援事業
・ベンチャー起業
・６次化支援
・観光

株式会社
佐銀キャピタル＆コンサルティング

コンサルティング業務
・事業承継
・ Ｍ＆Ａ

佐銀コンピュータ
サービス株式会社

ソフトウェア開発
・販売管理システム
・工場原価管理システム
ＩＴコンサルティング
・データ分析サービス等
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関連会社の紹介 全体生産性向上への取組み


